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直面する課題に町はどう挑むか………
９人の議員が町政をただす……………
第３セクターの経営状況報告…………
令和４年度町民と議会の対話の集い…
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未
来
に
ア
タ
ッ
ク
！

　６月１８日・１９日の２日間にわたって
西村山中学校総合体育大会が行われ、
西川中学校男子バレー部が見事７年ぶり
に優勝いたしました。７月２３日・２４日
の２日間、東根体育館を会場に開かれる
県大会に向けて猛練習中です。
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給
食
費
補
助

　

全
国
的
に
物
価
が
高
騰
し
て

お
り
学
校
給
食
の
食
材
も
値
上

が
り
し
て
い
ま
す
。
町
で
は
臨

時
創
生
交
付
金
を
活
用
し
て
小

中
学
校
の
給
食
費
の
無
償
化
の

た
め
に
、
７
２
６
万
１
千
円
を

予
算
化
し
ま
し
た
。

単
価
の
算
定
方
法
や
実
施

日
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す

か
。

町
の
給
食
実
施
要
項
に
基

づ
き
、
小
学
校
２
９
０
円
、

中
学
校
３
５
０
円
で
、
無
償
化

の
実
施
に
つ
い
て
は
９
月
か
ら

予
定
し
て
い
ま
す
。

国
が
決
め
た
給
食
費
無
償

化
に
つ
い
て
、
財
源
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

今
年
度
に
つ
い
て
は
国
か

ら
の
補
助
金
と
、
ふ
る
さ

と
づ
く
り
寄
附
金
を
財
源
と
し

ま
し
た
。

高
校
生
通
学
支
援
費

　

町
で
は
子
ど
も
子
育
て
支
援

と
し
て
、
高
校
生
の
通
学
費
に

対
し
て
１
３
１
６
万
円
を
予
算

化
し
ま
し
た
。

通
学
支
援
に
つ
い
て
は
寒

河
江
西
村
山
地
域
の
高
校
、

山
形
市
内
な
ど
距
離
が
違
う
と

思
い
ま
す
。
状
況
の
把
握
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

通
学
地
域
に
よ
っ
て
違
い

は
あ
り
ま
す
が
、
通
学
費
、

教
科
書
代
な
ど
保
護
者
の
支
援

と
し
て
１
年
間
、
一
人
あ
た
り

１０
万
円
の
補
助
を
し
て
い
き
ま

す
。
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
に

つ
い
て
は
精
査
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

義
務
教
育
が
終
了
す
れ
ば

町
外
に
出
て
高
等
教
育
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今

後
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
恒

常
的
な
財
源
を
確
保
し
、
予
算

化
し
続
け
る
べ
き
と
思
い
ま
す

が
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

来
年
度
以
降
も
子
ど
も
子

育
て
に
つ
い
て
は
町
の
方

針
と
し
て
当
初
で
予
算
化
し
、

継
続
的
に
お
こ
な
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

敬
老
事
業

　

長
寿
祝
い
の
区
分
と
記
念
品

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

満
88
歳　
　
　

賀
詞

　

満
１
０
０
歳　

賀
詞

　

ほ
か
に
は
、
満
１
０
０
歳
に

は
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
賀
詞
と

記
念
品
「
銀
杯
」
が
、
数
え
99

歳
に
は
山
形
県
知
事
か
ら
賀
詞

が
お
く
ら
れ
て
お
り
、
町
が
伝

達
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
対
象
者
は
、
令
和
４

年
9
月
15
日(

基
準
日)

現
在
に

お
い
て
西
川
町
の
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

　

ち
な
み
に
1
0
0
歳
の
方
に

対
す
る
敬
老
金
並
び
に
賀
詞
の

贈
呈
は
、
当
初
予
算
で
は
廃
止

に
な
り
ま
し
た
が
、
賀
詞
に
つ

い
て
は
引
き
続
き
贈
呈
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

給
食
費
に
つ
い
て
は
今
後

も
町
の
方
針
と
し
て
予
算

化
し
、
続
け
る
べ
き
と
思
い
ま

す
が
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

無
償
化
に
つ
い
て
は
恒
久

的
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
財
源
に
つ
い
て

は
国
に
も
働
き
か
け
を
し
ま
す

が
、
町
と
し
て
は
ふ
る
さ
と
づ

く
り
寄
附
金
を
多
く
獲
得
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
民
参
画
型
だ
と
い
う
こ

と
で
、
高
校
生
以
上
を
対

象
に
無
作
為
抽
出
２
０
０
０
名

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す

が
、
私
も
参
加
し
て
い
る
よ
と

い
う
町
民
の
意
識
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
の
で
、
全
員
で
い
い

の
で
は
な
い
で
す
か
。

　

ま
た
、
町
民
会
議
に
は
団
体

の
代
表
の
方
も
入
れ
る
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

予
算
上
の
都
合
も
あ
り

ま
す
が
、
２
０
０
０
名

を
対
象
に
す
れ
ば
１
４
０
０
名

く
ら
い
集
ま
っ
て
き
ま
す
の
で
、

そ
れ
で
十
分
担
保
さ
れ
る
と
い

う
判
断
で
す
。
町
民
会
議
に
つ

い
て
は
、
各
界
の
代
表
者
の
方

も
優
先
枠
と
い
う
考
え
方
で
参

加
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
す
。

　

町
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
構
築
や
定
住
促
進
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
活
用
推
進
な
ど

に
積
極
的
に
取
り
組
む
た
め
に
、

総
務
省
が
支
援
し
て
い
る
外
部

専
門
家
（
地
域
力
創
造
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
）
制
度
を
活
用
し
ま
す
。

民
間
専
門
家
を
招し
ょ
う
へ
い聘し
た

場
合
、
国
の
支
援
は
５
６

０
万
円
と
あ
り
ま
す
が
、
年
間

一
人
あ
た
り
の
金
額
で
す
か
。

そ
れ
と
も
招
聘
し
た
全
員
の
総

額
で
す
か
。
ま
た
、
今
ま
で
も

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
関
係
、
特
に

観
光
P
R
動
画
な
ど
を
作
っ
て

き
ま
し
た
が
、
心
に
残
る
も
の

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
P
R

で
き
る
よ
う
な
も
の
を
用
意
し

て
い
る
の
で
す
か
。

１
年
あ
た
り
１
人
５
６
０

万
円
で
、
３
年
間
の
財
政

支
援
が
あ
り
ま
す
。
一
人
は
地

域
お
こ
し
協
力
隊
活
用
や
空
き

地
空
き
家
を
利
活
用
し
て
地
元

に
業
を
起
こ
す
人
た
ち
に
伴
走

支
援
し
て
い
た
だ
け
る
方
、
も

う
一
人
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

再
構
築
や
住
民
参
加
、
職
員
研

修
な
ど
に
も
参
加
で
き
る
方
を

想
定
し
て
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

令
和
４
年
第
２
回
定
例
会
が
、
６
月
６
日
か
ら
10
日
ま
で
の
５
日
間

の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
か
ら
は
一
般
議
案
４
件
、
条
例
案
２

件
、
各
会
計
補
正
予
算
案
３
件
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、

全
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
９
人
の
議
員
が
11
件
に
つ
い

て
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
は
１
件
を
採
択
の
上
、
議
員
発
議
に
て
意
見
書
の
提
出

を
可
決
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
テ
ー
マ
を
し
ぼ
っ
て
議
会
全
員
協
議
会

で
議
論
さ
れ
た
こ
と
も
含
め
て
紹
介
し
ま
す
。
（
一
般
質
問
は
除
く
）

第
７
次
西
川
町
総
合
計
画

策
定
に
係
る
策
定
方
針

地
域
力
創
造

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度

　

策
定
期
間
は
令
和
４
年
度
の

１
年
間
と
し
、
政
治
・
行
政
一

体
型
＝
町
長
公
約
と
総
合
計
画

の
重
点
政
策
と
の
整
合
性
を
図

り
、
目
指
す
べ
き
町
の
姿
と
町

の
意
思
を
明
確
化
し
ま
す
。

問答

答

直面する課題に町はどう挑むか

こ
こ
に
注
目

新しい時代の町政運営は定例会本会議・議会全員協議会 質疑応答

問

問問

問答

答

答

令和4年
第 2 回
定 例 会

問問 答答

▲

西
川
小
学
校
の
給
食 ▲4月20日に就任した菅野大志町長
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企業版ふるさと納税とは

国
に
意
見
書
提
出

　

令
和
４
年
度
水
田
活
用
の
直

接
支
払
交
付
金
の
見
直
し
に
関

す
る
請
願
を
全
員
賛
成
で
採
択

し
、
意
見
書
と
し
て
提
出
す
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

意
見
書
の
要
旨

　

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
国
か
ら

令
和
４
年
度
水
田
活
用
の
直
接

支
払
交
付
金
の
見
直
し
が
示
さ

れ
、
特
に
今
後
５
年
間
一
度
も

水
張
り
を
し
な
い
水
田
に
交
付

金
を
支
払
わ
な
い
こ
と
に
つ
い

て
は
、
耕
作
放
棄
地
や
離
農
者

の
増
加
等
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

西
川
町
で
は
こ
れ
ま
で
水
田

の
交
付
要
件
を
保
持
し
な
が
ら

も
、
特
色
あ
る
魅
力
的
な
産
品

と
し
て
、
74.

5
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
水
田
を
「
そ
ば
」
に
転
作
、

農
産
物
６
次
化
を
推
進
し
、
安

全
、
安
心
で
高
品
質
な
町
産
そ

ば
の
提
供
に
よ
り
町
の
経
済
振

興
に
貢
献
し
て
き
た
。

　

つ
い
て
は
、
作
付
転
換
を
進

め
て
き
た
生
産
者
・
産
地
の
努

力
に
報
い
る
た
め
、
将
来
に
わ

た
っ
て
安
定
的
な
営
農
の
継
続

や
農
地
の
維
持
が
展
望
で
き
、

再
生
産
を
可
能
と
す
る
よ
う
、

強
く
要
望
す
る
。

　
議案番号 件　名 議案の主な内容

議第30 号 財産（路線バス車両）の購入 路線バス（4WD・２９人乗り）を 1 台購入する。

議第31号 財産（スクールバス車両）の購入 スクールバス（4WD・２９人乗り）を 1 台購入する。

議第32号
企業版ふるさと納税寄附金基金条例
の設定 企業版ふるさと納税寄附金基金を設置する。

議第33号
一般職の職員の給与に関する条例の
一部を改正する条例の制定

医師の働き方改革に伴い、管理監督職でない職員に
特殊勤務手当を支給する。

議第37号
令和 4 年度西川町町営住宅建築工事
(1LDK) 請負契約の締結

令和 4 年度西川町町営住宅建築工事 (1LDK) について
NMS 特定建設工事共同企業体（西川企業、建築松田、
㈱サトウハウジング）と請負契約を締結する。

議第38号
令和 4 年度西川町町営住宅建築工事
(2LDK) 請負契約の締結

令和 4 年度西川町町営住宅建築工事 (2LDK) について
株式会社佐藤建設と請負契約を締結する。

請願第1号
令和 4 年度水田活用の直接支払交付金の見直しに関する請願
⇒　全員賛成で採択　意見書として提出

　
議案番号 会　計 補正の主な内容 補正額 補正後の予算額

議第34号
一般会計
( 第 1号 )

急を要する事務事業の経費　　　　　　　
　　　　　　  　　　1億 3480 万円

新型コロナウイルス感染症対策にかかる経費
　　　　　　　　　　　 1億 5823 万円

2億9303万円 59億203万円

議第35号
健康保険特別会計

( 第 1 号 ) 保険給付費(出産育児一時金)　　　42万円 42万円 6億5585万円

議第36号
介護保険特別会計

( 第 1号 ) システム改修委託料　　　　　　173 万円 173万円 7億7766万円

令和 4年第 2回定例会に提出された主な議案
【条例案等】

【令和 4 年度各会計補正予算】

（万円単位表示にするため千円以下の端数を調整）

個
人
の
ふ
る
さ
と
納
税
と

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

違
い
は
な
ん
で
す
か
。

個
人
版
ふ
る
さ
と
納
税
は

寄
附
金
の
う
ち
２
０
０
０

円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
は

所
得
税
の
還
付
、
住
民
税
な
ど

の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
寄

附
額
の
3０
パ
ー
セ
ン
ト
以
内
の

返
礼
品
が
受
け
と
れ
ま
す
。

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
返

礼
品
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
令
和

３
年
１
月
か
ら
税
の
軽
減
の
上

乗
せ
が
あ
り
、
現
在
、
企
業
の

法
人
税
が
事
業
の
範
囲
内
に
お

い
て
９０
パ
ー
セ
ン
ト
の
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

町
は
、
将
来
に
わ
た
り
西
川
町
が
進
め
る
事
業
に
対
し
、
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
を
複
数
年
に
わ
た
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
充
当
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
事
を
目
的
と
し
て
、
基
金
条
例
を

設
置
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
寄
附
企
業
10
社
、
５
千
万
円
を
目
指
し
、
町
長
、
職
員

を
先
頭
に
町
が
一
丸
と
な
っ
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は

見
返
り
を
求
め
な
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
町
の
事
業
に

参
入
し
た
場
合
な
ど
は
優
先
的

な
受
け
入
れ
を
し
ま
す
か
。　

企
業
も
町
も
そ
の
点
に
つ

い
て
は
厳
し
く
見
て
い
ま

す
。
入
札
等
に
参
加
し
た
場
合

な
ど
ル
ー
ル
に
従
っ
て
適
切
に

対
処
し
て
い
き
ま
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
基
金

条
例
の
設
置

答

答

問

問

企業版ふるさと納税のしくみ
地方公共団体が行う地方創生の取組に対する企業の寄附について法人関係税を税額控除

◆地域再生計画の認定を受けた地方公共団体の数：46道府県 1,376市町村（令和４年４月１日現在）

※令和４年４月１日内閣府資料

制度のポイント

活用の流れ

4 ページを参照
ここに注目!
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９
人
の
一
般
質
問

7

９
人
の
一
般
質
問

一般質問

９
人
の
議
員
が
町
政
を
た
だ
す

　

町
政
全
般
に
わ
た
り
、
そ
の

課
題
等
に
つ
い
て
町
の
考
え
方

や
疑
問
を
た
だ
す
の
が
一
般
質

問
で
す
。

　

今
回
の
第
２
回
定
例
会
で
は

９
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
の
内
容
を
要
約
し

て
お
伝
え
し
ま
す
。

荒木　俊夫　議員… ……………………………… P7
１　町の財政状況について
２　中学校の部活動について

後藤　一夫　議員… ……………………………… P8
１　西川町政に対する町長の基本的政治姿勢について

大泉　奈美　議員… ……………………………… P9
１　「すっだい」を実現させる具体策は

菅野　邦比克　議員……………………………… P10
１　区管理の大堰改修対応について
２　水沢温泉館の改修工事について

佐藤　耕二　議員… ……………………………… P11
１　新町長に今後の施策を問う

佐藤　幸吉　議員… ……………………………… P12
１　空き家対策について

佐藤　仁　議員… ………………………………… P13

１　第7次西川町総合計画作成について

佐藤　光康　議員… ……………………………… P14
１　子育て世帯の町への移住・定住について

伊藤　哲治　議員… ……………………………… P15
１　今後のまちづくりについて所信を問う

質問事項（発言順）

※第２回定例会の傍聴者は延べ16人でした。

　

部
活
動
は
、「
生
徒
の

健
全
育
成
」、「
生
き
る
力

の
向
上
」「
人
間
関
係
の

育
成
」
に
重
要
で
す
。
安

全
に
充
実
し
た
部
活
動
が

行
え
る
よ
う
質
問
し
ま
す
。

部
活
動
の
状
況

部
活
動
の
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

原
則
と
し
て
全
生
徒

が
部
活
動
に
参
加
し

て
お
り
、
活
動
は
、
平
日

は
２
時
間
、
休
日
は
３
時

間
で
月
、
木
、
日
は
休
止

日
と
し
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
10
の
部
活
動
が
あ
り

ま
す
が
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
は
今
年
度
で
廃
部
に
な

り
ま
す
。
少
子
化
と
指
導

者
の
確
保
が
課
題
で
す
。

安
全
対
策

カ
ヌ
ー
練
習
場
の
長

沼
へ
の
安
全
対
策
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

町
道
長
沼
公
園
線
は

急
峻
な
道
路
で
す
。

現
在
は
各
自
が
自
転
車
で

行
っ
て
い
ま
す
が
、
生
徒

の
安
全
の
た
め
父
兄
の
意

見
を
聞
き
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
等
の
活
用
を
含
め
検
討

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

雇
用
の
確
保
や
法
人

税
の
増
収
に
つ
な
が

る
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

は
ど
こ
に
設
置
し
ま
す
か
。

多
く
の
町
民
が
集
え

る
複
合
施
設
内
に
設

置
す
る
予
定
な
の
で
、
今

年
度
中
に
施
設
内
容
や
場

所
を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

交
付
税
を
財
源
と
す

る
集
落
支
援
員
や
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
活
用

す
る
の
で
す
か
。

財
源
が
交
付
さ
れ
る

制
度
な
の
で
、
何
を

行
う
か
を
明
示
し
て
積
極

的
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
町
長
の
政
策
を
実
施
し

て
行
く
た
め
に
は
、
財
源

の
確
保
が
重
要
で
す
。
町

の
財
政
状
況
と
今
後
の
財

源
確
保
に
つ
い
て
質
問
し

ま
す
。

答答

財
政
状
況

財
政
状
況
と
課
題
を

ど
う
と
ら
え
て
い
ま

す
か
。健

全
財
政
を
示
す
比

率
は
良
好
で
す
が
、

経
常
収
支
比
率
が
９3.

５

％
と
財
政
が
硬
直
化
し
て

い
ま
す
。
大
規
模
事
業
の

町
営
住
宅
整
備
や
カ
ヌ
ー

会
場
整
備
、
公
共
施
設
等

の
長
寿
命
化
対
策
に
は
国

の
交
付
金
等
を
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

財
源
確
保

財
源
を
ど
の
よ
う
に

確
保
し
て
い
き
ま
す

か
。

こ
れ
ま
で
町
が
申
請

し
て
こ
な
か
っ
た
総

務
省
、
観
光
庁
、
農
林
水

産
省
の
交
付
金
や
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
と
個
人
版

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金

を
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

財
政
調
整
基
金
は
10
億

円
以
上
を
確
保
し
て
い
き

ま
す
。

問問

問

問

問問

荒木 俊夫 議員

答

答

答答

▲カヌー部の練習風景

町長 財
政
状
況
と
財
源
確
保
は

財
源
の
確
保
に
努
め
ま
す

町長

中学校の部活動は
生徒の安全対策に努めます

傍聴席からひとこと  【遠藤美紀子さん／海味】

そ
こ
が
聞
き
た
い

　初めて傍聴しワクワクしました。

休憩中に町長さんと話しができて良かったです。

多くの方に議会に興味を持ってほしいです。
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あ
る
べ
き
町
の
姿

「
生
き
残
り
を
か
け

た
十
年
」
を
見
据
た

町
づ
く
り
の
方
策
は
何
で

す
か
。町

を
つ
く
っ
て
い
く

の
は
、
最
後
は
熱
意

の
あ
る
「
人
」
、
人
材
だ

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

人
材
育
成
を
行
い
、
人

口
減
少
が
進
む
な
か
、
現

実
は
厳
し
い
で
す
が
、
何

と
か
十
年
以
内
に
生
産
年

齢
人
口
が
、
増
加
に
転
じ

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

モ
デ
ル
と
す
る
町

町
長
は
、
全
国
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
れ

を
踏
ま
え
、
西
川
町
の
モ

デ
ル
に
で
き
る
と
思
っ
て

い
る
町
は
あ
り
ま
す
か
。

北
海
道
の「
東
川
町
」

と
、徳
島
県
の「
神
山

町
」
で
す
。

　

両
町
と
も
、
生
産
年
齢

人
口
が
増
加
し
て
い
る
町

で
す
。

　

菅
野
町
政
が
目
指
す

「
あ
る
べ
き
西
川
町
の
姿

と
政
策
推
進
に
当
た
っ
て

の
、
基
本
的
な
視
点
と
考

え
方
」
に
つ
い
て
、
質
問

し
ま
す
。

後藤　一夫　議員

　

ま
ず
両
町
に
共
通
し
て

い
る
の
は
、
外
の
力
を
上

手
に
使
っ
て
い
る
と
い
う

点
に
あ
り
ま
す
。

　

東
川
町
は
、
沢
山
の
企

業
と
連
携
し
て
、
町
づ
く

り
に
活
か
し
て
お
り
ま
す
。

　

神
山
町
で
は
町
外
か
ら

町
に
来
ら
れ
る
方
と
町
の

方
と
を
し
っ
か
り
と
つ
な

ぐ
体
制
が
で
き
て
い
る
と

い
う
点
が
大
き
い
で
す
。

　

西
川
町
で
も
学
ぶ
点
が

多
く
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

町
の
財
源
確
保

町
づ
く
り
は
「
人
」
、

そ
し
て
「
財
源
」
が

な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。
ど

の
よ
う
に
し
て
町
の
財
源
を

確
保
し
て
い
き
ま
す
か
。

こ
れ
ま
で
、
町
の
財

源
を
確
保
す
る
た
め
、

国
に
対
し
補
助
金
や
交
付

金
の
申
請
を
行
っ
て
い
く

と
申
し
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

し
っ
か
り
と
提
案
型
の

補
助
金
申
請
書
を
作
成
で

き
る
職
員
の
育
成
が
、
財

源
確
保
の
た
め
の
第
一
歩

答

問問 答答

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
も
国
の
四
省
庁
で
補

助
金
申
請
の
審
査
を
す
る

立
場
に
も
お
り
ま
し
た
の

で
、
職
員
に
も
、
そ
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
伝
え
、
確
か
な

財
源
を
確
保
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

職
員
の
人
材
育
成

町
長
は
、
「
町
づ
く

り
」
は
熱
意
あ
る

「
人
」
だ
と
、
答
弁
の
な

か
で
も
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
町
づ

く
り
に
直
接
携
わ
っ
て
い

る
町
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
、
職
務
遂
行
能
力
の
向

上
が
と
て
も
重
要
だ
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
職
員
の

人
材
育
成
に
つ
い
て
質
問

し
ま
す
。

現
在
考
え
て
お
り
ま

す
の
は
、全
国
の
地
方

公
共
団
体
か
ら
の
補
助
金

申
請
の
審
査
を
行
っ
て
い
る

国
の
機
関
等
に
出
向
さ
せ
、

そ
こ
で
、多
く
の
事
例
を
学

ん
で
い
た
だ
き
、よ
り
広
い

視
点
を
持
ち
、新
た
な
発
想

が
で
き
る
人
材
を
育
成
し

て
い
く
こ
と
で
す
。

　

今
す
ぐ
に
と
は
い
き
ま
せ

ん
が
、
一
週
間
程
度
職
員
を

派
遣
す
る
よ
う
に
、
現
在
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

問

問

答

西川町政に対する
　　　　 町長の基本的姿勢は

前向きな人を大切にし、熱意ある
町内外の方が集う町にします

町長

▲町の木　ブナ

▲七ヶ宿町の複合施設

通
信
機
器
相
談

町
に
は
通
信
機
器
の

お
店
が
な
い
た
め
、

携
帯
な
ど
の
機
器
に
故
障

が
お
き
た
場
合
、
他
市
町

に
行
き
修
理
や
相
談
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

町
内
施
設
に
相
談
窓
口
を

設
置
し
て
は
と
思
い
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ま

す
か
。将

来
的
に
は
複
合
施

設
の
中
に
相
談
窓
口

の
ス
ペ
ー
ス
を
作
れ
た
ら

と
考
え
ま
す
が
、
町
の
事

業
所
と
提
携
す
る
方
法
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。

情
報
発
信

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用

し
て
町
民
と
の
対
話

の
場
を
作
る
こ
と
に
つ
い

て
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン

な
ど
オ
ン
ラ
イ
ン
機
器
が

苦
手
、
も
し
く
は
で
き
な

い
方
に
対
し
て
ど
う
い
っ

た
方
法
で
情
報
発
信
や
対

話
を
進
め
て
い
き
ま
す
か
。

今
ま
で
の
よ
う
に
ま

ず
は
町
広
報
誌
、
お

知
ら
せ
な
ど
で
対
応
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
将

来
的
に
は
、
ひ
と
り
一
台

ず
つ
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
布

し
情
報
交
換
を
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

カ
フ
ェ
づ
く
り

子
育
て
世
代
が
交
流

で
き
る
憩
い
の
場
づ

く
り
に
つ
い
て
、
今
後
ど

の
よ
う
に
描
い
て
進
め
る

つ
も
り
で
す
か
。

カ
フ
ェ
単
独
の
施
設

で
の
継
続
は
難
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域

の
賑
わ
い
づ
く
り
の
観
点

か
ら
、
稼
ぎ
続
け
る
町
づ

く
り
に
関
連
づ
け
、
世
代

間
交
流
、
異
業
種
ビ
ジ
ネ

ス
、
子
育
て
世
代
の
ス
ペ

ー
ス
な
ど
、
幅
広
い
複
合

施
設
を
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
施
設
の
管
理
者
と

し
て
、
人
と
人
を
繋
ぐ
な

ど
、
熱
意
が
あ
り
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
高

い
民
間
の
方
が
必
要
で
す
。

　

ど
こ
に
、
ど
ん
な
施
設

を
つ
く
る
べ
き
か
町
民
と

対
話
を
重
ね
具
体
的
な
構

想
を
今
年
度
内
に
ま
と
め
、

交
付
金
申
請
し
そ
れ
を
受

け
実
現
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

答

高
齢
者
と
の
対
話

高
齢
化
率
が
高
い
本

町
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
も
老
人
ク
ラ
ブ

世
代
の
方
が
元
気
に
頑
張

っ
て
お
ら
れ
る
方
も
い
ま

す
が
、
今
後
期
待
し
て
い

る
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
で
す
か
。

私
の
政
策
で
あ
り
ま

す
稼
ぐ
力
の
一
助
に

な
っ
て
い
た
だ
け
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域

の
情
報
を
役
場
に
伝
え
て

い
た
だ
く
な
ど
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
結
び
役
と

し
て
連
携
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

問

大泉　奈美 議員

　

町
長
の
就
任
あ
い
さ
つ

に
あ
り
ま
し
た
、
「
選
択

と
集
中
」
「
継
続
と
展

開
」
な
ど
、
町
政
に
対
し
、

公
約
の
具
体
策
に
つ
い
て

質
問
し
ま
す
。

問答

問

町長 「
す
っ
だ
い
」を
実
現
さ
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
具
体
策
は

計
画
を
立
て
国
か
ら
の
財
源
を

確
保
し
対
応
し
て
い
き
ま
す

問答

答

▲

タ
ブ
レ
ッ
ト
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対
話
の
重
視

町
長
は
対
話
を
重
視

し
、
そ
し
て
政
策
・

事
業
企
画
を
策
定
し
予
算

化
し
て
い
く
考
え
で
す
が
、

ど
の
よ
う
な
方
法
で
対
話

を
し
て
い
く
つ
も
り
で
す

か
。

テ
ー
マ
に
応
じ
て
対

象
に
な
る
方
に
集
ま

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
対

話
会
の
情
報
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

回
覧
板
等
で
流
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
町
長
と
語
る
会
は

最
低
限
実
施
す
る
つ
も
り

で
す
が
、
常
に
語
り
や
す

い
姿
勢
と
環
境
を
作
っ
て

い
き
ま
す
。

第
７
次
総
合
計
画

第
七
次
西
川
町
総
合

計
画
の
策
定
の
手
順

を
ど
の
よ
う
な
手
順
で
進

め
て
い
き
ま
す
か
。

基
本
的
な
考
え
方
を

次
の
よ
う
に
し
ま
す
。

一
、
策
定
期
間
は
令
和
４

　
　

年
度
の
一
年
間
と
す

　
　

る
。

二
、
町
長
公
約
と
総
合
計

　
　

画
の
重
点
政
策
と
の

　
　

整
合
性
を
図
る
。

三
、
町
長
公
約
４
分
野
と

　
　

選
択
と
集
中

な
ど
で
す
が
、
実
施
メ
ニ

ュ
ー
と
し
て
は
町
民
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
町
民
の

ア
ン
ケ
ー
ト
、
職
員
の
策

定
会
議
へ
の
参
画
で
策
定

し
、
８
年
間
の
計
画
に
し

ま
す
。

　

今
後
の
災
害
に
備
え
地

域
の
安
心
安
全
を
守
る
た

め
、
管
理
や
町
の
財
政
支

援
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

大
堰
の
管
理

区
で
管
理
す
る
の
は

草
刈
り
と
か
砂
利
上

げ
で
、
土
木
工
事
は
区
で

の
負
担
が
大
き
過
ぎ
る
の

で
は
な
い
で
す
か
。

法
定
外
公
共
物
と
し

て
町
の
土
地
に
な
っ

て
い
ま
す
。
海
味
区
に
は

土
地
改
良
区
は
な
い
の
で
、

海
味
区
が
管
理
を
し
て
き

ま
し
た
。

豪
雨
の
た
び
水
害
の

被
害
を
何
十
年
と
受

け
て
き
ま
し
た
。
今
後
の

解
決
策
と
対
処
方
針
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

豪
雨
災
害
の
対
策
と

し
て
取
水
口
の
管
理

を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
高
速
道
路
か
ら
の

水
量
も
か
な
り
入
る
の
で

ネ
ク
ス
コ
東
日
本
（
東
日

本
高
速
道
路
株
式
会
社
）

や
国
交
省
に
も
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

問問答 答

水
門
の
改
修

水
門
の
構
造
を
変
え

な
い
限
り
越
水
が
防

げ
な
い
と
考
え
ま
す
が
、

ど
ん
な
対
応
を
し
ま
す
か
。

海
味
の
大
堰
に
つ
い

て
は
、
山
形
河
川
国

道
事
務
所
が
５
月
23
日
に

調
査
に
来
ま
し
た
が
、
今

後
も
調
査
を
継
続
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
財
政
支
援
に

つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

大
規
模
災
害
の
時
は
、

地
元
負
担
を
少
な
く

な
る
よ
う
に
し
ま
す
。

菅野 邦比克　議員

　

10
月
は
季
節
も
良
く
観

光
客
も
多
い
で
す
。
11
月

開
始
に
で
き
な
い
の
か
、

質
問
し
ま
す
。

工
事
の
着
手
時
期

町
内
の
飲
食
業
や
観

光
業
者
へ
の
影
響
も

考
え
、
工
事
を
遅
ら
せ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

入
湯
者
は
１０
月
頃
に

は
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
月
山
の
リ
フ
ト
の

営
業
が
終
了
す
る
の
を
待

っ
て
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

ボ
イ
ラ
ー
の
改
修

ボ
イ
ラ
ー
も
二
十
数

年
経
過
し
て
お
り
、

配
管
が
故
障
し
た
と
き
、

ま
た
営
業
を
休
む
の
で
す

か
。

ボ
イ
ラ
ー
交
換
は
費

用
が
多
額
に
な
る
の

で
、
緊
急
な
対
応
と
し
て

上
物
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。

故
障
の
場
合
は
営
業
を
休

む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問問問

答

答答

答

問問

問

答答

区管理の大堰改修対応は
土地改良区、土地水利組合
または区で管理することになります

町長

町長
10
月
16
日
以
降

　
　
　

工
事
に
着
手
し
ま
す

水
沢
温
泉
館
改
修
工
事
は

町長
補
正
予
算
に

　

公
約
を
取
り
入
れ
ま
し
た

新
町
長
の
今
後
の
施
策
は

「
す
っ
だ
い
」
こ
と

「
す
っ
だ
い
」
を
実

現
す
る
町
の
公
約
は
、

誰
の
「
す
っ
だ
い
」
を
実

現
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
す
べ
て
の
「
す
っ
だ

い
」
を
実
現
す
る
の
で
す

か
。

対
象
を
広
く
し
ま
す

が
、
一
定
の
ル
ー
ル

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め

に
新
た
に
担
当
課
を
作
り

ま
す
。
そ
の
中
で
優
先
順

位
を
つ
く
り
地
域
の
課
題

等
の
解
決
を
計
り
ま
す
。

問

人
口
増
加
の
施
策

公
約
の
中
の
「
10
年

後
生
産
人
口
が
増
加

に
転
じ
る
施
策
」
と
は
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
施
策

で
す
か
。

今
回
の
補
正
予
算
に

早
速
と
り
い
れ
ま
し

た
。
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

一
、
子
育
て
世
代
の
経
費

　
　

負
担
の
削
減
で
保
小

　
　

中
の
給
食
費
の
無
料

　
　

化

二
、
高
校
生
に
対
す
る
就

　
　

学
支
援
費
用
を
一
人

　
　

１０
万
円
支
給

以
上
の
他
に
複
合
施
設
と

し
て
憩
い
の
場
（
カ
フ

ェ
）
の
確
保
や
金
融
機
関

か
ら
の
民
間
教
育
ロ
ー
ン

の
免
除
な
ど
を
迅
速
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

町
長
は
こ
の
度
５
つ
の

公
約
を
掲
げ
て
当
選
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
公
約
と
第
七
次
西

川
町
総
合
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
質
問
い
た
し
ま
す
。

答 問

答

佐藤 耕二 議員

▲改修が待たれる水沢温泉館▲政策審議会の様子

▲旧西山小学校下の水門
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９
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町
内
の
空
き
家
は
、

年
々
増
え
て
い
ま
す
。
そ

の
周
辺
に
及
ぼ
す
危
険
な

状
態
を
回
避
す
る
こ
と
や

景
観
を
守
る
と
い
う
視
点

か
ら
空
き
家
対
策
に
つ
い

て
質
問
し
ま
す
。

空
き
家
の
把
握

令
和
３
年
の
空
き
家

の
調
査
の
結
果
は
ど

う
で
し
た
か
。

平
成
29
年
時
点
で
は
、

92
件
あ
っ
た
空
き
家

の
件
数
は
、
令
和
３
年
９

月
の
時
点
で
１
７
２
件
で

し
た
。
そ
の
う
ち
危
険
な

状
況
に
あ
り
緊
急
性
の
高

い
も
の
は
７
件
で
す
。

各
区
、
各
町
内
会
は
、

転
居
な
ど
の
場
合
、

空
き
家
の
把
握
に
つ
い
て

ル
ー
ル
を
作
っ
て
お
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
観
点
か
ら
、
役
割

分
担
と
し
て
の
情
報
は
得

て
い
ま
す
。

問問答 答

シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
と
の
協
定

空
き
家
の
適
正
な
管

理
の
推
進
に
関
す
る

協
定
を
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
と
締
結
し
ま
し
た

が
、
空
き
家
の
管
理
と
雇

用
の
創
出
と
の
相
乗
効
果

は
大
き
い
で
す
。

　

空
き
家
の
持
ち
主
へ
の

連
絡
と
費
用
負
担
に
つ
い

て
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

情
報
が
入
れ
ば
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
連
絡
を
入
れ
、持
ち
主

の
意
向
に
よ
っ
て
作
業
に

入
り
ま
す
。費
用
は
本
人

の
負
担
と
な
り
ま
す
。作

業
の
内
容
は
、見
回
り
、雪

囲
い
、除
草
、剪
定
作
業
な

ど
で
す
。

佐藤　幸吉　議員

空
き
家
対
策
補
助
金

空
き
家
対
策
の
補
助

金
に
つ
い
て
質
問
し

ま
す
。住

宅
支
援
補
助
金
、

空
き
家
バ
ン
ク
利
用

補
助
金
、
空
き
家
購
入
補

助
金
が
あ
り
ま
す
。
今
年

度
か
ら
空
き
家
除
却
支
援

補
助
金
が
設
置
さ
れ
、
当

初
予
算
５
件
分
に
今
回
の

補
正
に
よ
り
１０
件
分
を
追

加
し
ま
し
た
。

空
き
家
除
却
補
助
金

に
つ
い
て
町
外
業
者

利
用
も
対
象
に
で
き
ま
せ

ん
か
。

　

空
き
家
を
な
く
す
目
標

か
ら
す
る
と
出
来
る
だ
け

効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
例
え
ば
、
町
内

と
町
外
業
者
の
補
助
額
に

差
を
つ
け
る
な
ど
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

町
で
も
検
討
は
し
ま

し
た
が
町
内
業
者
を

最
優
先
に
し
て
い
ま
す
。

危
険
な
空
き
家
対
策

宝
沢
地
区
の
空
き
家

は
落
雪
に
よ
る
町
道

の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
近
所
の
人
で
雪
下

ろ
し
を
し
ま
し
た
が
、
今

冬
は
「
通
行
止
め
」
の
対

策
を
し
ま
し
た
。
根
本
的

な
解
決
策
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

話
し
合
い
に
よ
る
雪

下
ろ
し
は
、
良
い
結

果
で
し
た
。
話
し
合
い
で

解
決
策
を
探
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

問問

答

問

問

答 ▲

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
看
板

ま
と
め
方
基
本
ス
タ
イ
ル

こ
れ
ま
で
同
様
基
本

構
想
10
年
・
基
本
計

画
５
年
・
実
施
計
画
３
年

の
構
成
と
期
間
で
策
定
し

て
い
く
の
か
質
問
し
ま
す
。

町
長
任
期
を
考
慮
し

８
年
・
８
年
・
４
年

と
し
、
実
施
計
画
は
毎
年

度
ロ
ー
リ
ン
グ
方
式
で
見

直
し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
行
政
計

画
的
な
意
味
合
い
が

強
く
、
町
民
の
方
の
関
心

が
薄
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

第
７
次
総
合
計
画
の
進
め

方
を
質
問
し
ま
す
。

町
民
の
方
と
対
話
を

通
じ
自
分
達
の
計
画

だ
と
納
得
感
の
あ
る
、
全

体
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
で
き

る
計
画
に
し
て
い
き
ま
す
。

第
３
期
、
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
を
総
合
計
画
の
中

に
取
り
入
れ
る
の
か
、
単

独
で
作
成
す
る
の
で
す
か
。

高
齢
者
に
対
す
る
施
策

第
７
次
総
策
定
方
針

の
中
に
高
齢
者
に
対

す
る
項
目
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
高
齢
者
の
方
が
生
き

生
き
と
伸
び
伸
び
と
楽
し

そ
う
に
暮
ら
し
て
い
る
姿

を
子
や
孫
が
見
て
、
自
分

も
こ
の
町
に
住
み
続
け
た

い
と
思
え
る
施
策
を
盛
り

込
む
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。安

心
安
全
な
町
づ
く

り
の
中
で
し
っ
か
り

検
討
し
、
高
齢
者
に
優
し

い
町
づ
く
り
を
必
ず
実
行

し
て
い
き
ま
す
。

睦
合
公
園
の
整
備

都
市
公
園
の
交
付
金

も
倍
増
に
な
り
ま
し

た
。
孫
と
祖
父
母
・
子
と

親
・
子
供
同
士
や
親
同
士
、

そ
し
て
祖
父
母
同
士
と
多

世
代
間
の
交
流
の
場
と
し

て
の
整
備
な
ど
、
今
後
の

進
め
方
に
つ
い
て
質
問
し

ま
す
。

西
川
町
の
入
口
な
の

で
、
遊
具
の
件
や
地

元
の
た
め
な
の
か
、
人
を

集
め
る
た
め
な
の
か
ま
た
、

財
源
も
国
の
補
助
金
や
交

付
金
の
有
無
等
を
検
討
し
、

優
先
順
位
の
最
も
高
い
順

位
と
し
て
考
え
て
い
き
ま

す
。

 

コ
ー
ポ
睦
合
に
手
す
り
を

現
在
の
入
居
者
は
高

齢
者
の
方
や
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
方
も
お

り
階
段
に
手
す
り
が
欲
し

い
と
言
う
要
望
が
あ
り
ま

す
。
家
賃
収
入
や
基
金

(

積
立
金)

も
あ
り
ま
す
。

別
の
考
え
に
つ
い
て
質
問

し
ま
す
。

直
接
現
場
を
見
て
判

断
を
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

総
合
計
画
は
町
の
ビ

ジ
ョ
ン
、
総
合
戦
略

は
３
～
５
年
の
短
期
的
目

標
で
あ
り
、
国
か
ら
の
交

付
金
も
得
や
す
い
た
め
、

単
独
で
作
成
し
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
の
総
合
戦

略
は
ど
う
し
ま
す
か
。

田
園
構
想
を
踏
ま
え

馴
染
む
も
の
は
総
合

計
画
に
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　

町
長
か
ら
、
町
民
の

方
々
の
幸
せ
を
つ
く
る
計

画
、
西
川
町
の
未
来
、
生

き
残
り
を
か
け
た
第
７
次

西
川
町
総
合
計
画
の
作

成
・
準
備
を
こ
の
１
年
間

丁
寧
に
進
め
て
行
く
旨
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
を
踏
ま
え
質
問
し

ま
す
。

答答 問問問

問問

問

答 答答

答答

佐藤　仁　議員

問 答答

町長 第
７
次
西
川
町
総
合
計
画

作
成
は

政
治
・
行
政
一
体
の
ス
タ
イ

ル
を
と
り
町
の
中
長
期
的
な

計
画
を
策
定
し
ま
す

▲

令
和
５
年
度
ス
タ
ー

ト
に
向
け
策
定
開
始

（
イ
メ
ー
ジ
）

▲

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
に
つ
い
て

【
町
H
P
】▲整備が待たれる睦合公園

空き家対策は
解体は町内業者を優先しています町長
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答

　

町
の
人
口
減
少
が
続
い

て
い
ま
す
。
「
町
の
生
き

残
り
」
に
と
っ
て
最
も
重

要
な
課
題
で
あ
る
子
育
て

世
帯
の
町
内
へ
の
移
住
・

定
住
に
つ
い
て
質
問
し
ま

す
。

定
住
促
進
住
宅

現
在
進
行
中
の
定
住

促
進
事
業
の
な
か
に
、

子
育
て
世
帯
の
移
住
定
住

に
関
す
る
施
策
は
あ
り
ま

す
か
。子

育
て
世
帯
用
と
し

て
み
ど
り
団
地
第
１

期
分
譲
地
の
東
側
に
、
今

年
度
は
２
L
D
K
６
世
帯

分
一
棟
、
来
年
度
は
３

L
D
K
４
世
帯
分
２
棟
を

建
設
す
る
予
定
で
す
。

子
育
て
世
帯
に
移
住

し
て
も
ら
う
た
め
に

は
、
冬
の
通
勤
の
際
の
除

雪
の
負
担
軽
減
が
必
要
で

す
。
屋
根
付
き
の
車
庫
を

つ
く
る
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。現

在
計
画
し
て
い
る

町
営
住
宅
に
は
屋
根

付
き
の
車
庫
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
駐
車
場
は
町
が
除

雪
し
ま
す
。

子
ど
も
が
一
人
い
れ

ば
５
千
円
引
く
な
ど

子
育
て
世
帯
に
家
賃
支
援

問問問 答 答

を
し
て
い
る
市
町
村
が
あ

り
ま
す
が
、
本
町
は
し
な

い
の
で
す
か
。

家
賃
補
助
は
今
の
と

こ
ろ
、
あ
り
ま
せ
ん
。

他
の
町
で
は
移
住
者

と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

も
起
き
て
い
ま
す
。
入
居

者
が
多
い
場
合
、
何
を
基

準
に
選
考
す
る
の
で
す
か
。

面
接
は
し
な
い
の
で
す
か
。

入
居
審
査
会
に
か
け

て
決
定
し
ま
す
。
申

し
込
み
が
複
数
あ
っ
た
場

合
は
、
抽
選
で
決
定
し
ま

す
。

佐藤　光康　議員

町
内
で
は
み
ど
り
団

地
に
若
い
人
た
ち
が

集
中
し
て
い
ま
す
。
空
き

家
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、

各
地
区
に
移
住
者
用
の
定

住
促
進
住
宅
を
つ
く
る
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

多
く
の
方
に
移
住
し

て
い
た
だ
き
た
い
の

で
す
が
、
町
内
の
住
宅
ス

ト
ッ
ク
が
手
薄
な
状
況
で

す
。
他
の
市
町
村
の
取
り

組
み
を
参
考
に
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

町
立
図
書
館

子
育
て
世
帯
が
移
住

先
を
決
め
る
ポ
イ
ン

ト
が
３
つ
あ
る
そ
う
で
す
。

病
院
、
学
校
、
そ
し
て
そ

の
町
の
文
化
水
準
が
わ
か

る
図
書
館
で
す
。
町
立
図

書
館
を
作
る
べ
き
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

そ
う
い
っ
た
声
が
多

い
と
い
う
こ
と
で
し

た
ら
、
複
合
施
設
を
つ
く

る
際
に
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

学
習
塾中

学
生
の
家
庭
学
習

の
支
援
の
た
め
に
、

宿
題
な
ど
の
わ
か
ら
な
い

と
こ
ろ
も
教
え
て
く
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
実
現
に

向
け
た
支
援
を
し
て
く
れ

る
塾
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
中

学
生
に
勉
強
を
教
え

た
い
と
い
う
方
も
い
ま
す
。

情
報
を
集
約
し
て
マ
ッ
チ

ン
グ
す
る
よ
う
な
形
を
考

え
た
い
と
思
い
ま
す
。
や

り
た
い
方
が
や
り
や
す
い

よ
う
に
、
困
っ
て
い
る
方

に
は
サ
ポ
ー
ト
に
な
る
よ

う
に
や
っ
て
い
き
ま
す
。

問問

答

答答

企
業
誘
致
・
支
援
策

こ
こ
数
年
で
町
内
か

ら
撤
退
す
る
企
業
が

相
次
ぎ
、
雇
用
の
場
が
失

わ
れ
る
現
状
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
稼
ぐ
・
稼
ぎ
続

け
る
町
づ
く
り
の
た
め
企

業
誘
致
策
・
企
業
支
援
等

の
拡
充
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
施
策
を
実
施
し
、
ま

た
今
後
推
し
進
め
る
つ
も

り
で
す
か
。

こ
こ
数
年
で
撤
退
、

破
産
を
し
た
企
業
は

４
社
で
す
。
撤
退
破
産
申

請
に
つ
い
て
は
、
今
後
し

っ
か
り
と
対
応
し
ま
す
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の

設
置
に
つ
い
て
は
企
業
の

理
解
を
得
て
積
極
的
に
取

り
組
み
中
期
的
に
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
西
川
町
産
業
立

地
支
援
補
助
金
を
一
千
万

円
ま
で
助
成
す
る
補
正
予

算
を
新
た
に
組
み
、
雇
用

の
場
を
確
保
し
て
い
き
ま

す
。

　

企
業
誘
致
は
物
語
づ
く

り
を
行
い
、
西
川
町
を
好

き
に
な
っ
て
定
着
し
て
も

子
ど
も
た
ち
に
係
わ
る
施
策

町
全
体
で
子
ど
も
の

出
生
数
は
年
間
２0
名

に
満
た
な
い
現
状
に
あ
り

ま
す
。
子
育
て
世
代
に
や

さ
し
い
町
づ
く
り
の
た
め

に
も
、
小
・
中
学
校
の
給

食
費
の
無
償
化
を
実
施
す

べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
宝
で
あ
る

子
ど
も
た
ち
に
係
わ
る
施

策
を
ど
う
推
し
進
め
る
考

え
で
す
か
。

今
定
例
会
に
小
学
校
、

中
学
校
の
給
食
費
補

助
金
と
し
て
７
２
６
万
円

を
計
上
し
給
食
費
の
完
全

無
料
化
を
実
施
し
ま
す
。

財
源
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
な
ど
を
当

て
ま
す
。
ま
た
、
高
校
生

等
就
学
支
援
金
と
し
て
、

高
校
生
１
人
当
た
り
１０
万

円
の
通
学
助
成
を
実
施
し

ま
す
。
課
題
は
財
源
で
す

が
、
あ
ら
ゆ
る
国
の
補
助

金
制
度
を
探
し
活
用
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

　

更
に
、
金
融
機
関
よ
り

借
り
る
民
間
の
教
育
ロ
ー

ン
返
済
を
元
金
を
含
め
無

償
化
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
教
育
に
係
る

親
の
負
担
軽
減
に
努
め
、

教
育
環
境
の
整
備
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

ら
う
た
め
に
も
、
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
自
ら
実
施
し
、

誠
意
と
熱
意
を
も
っ
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
稼
ぐ
町
づ
く
り

の
準
備
を
４
～
５
年
で
行

い
、
１０
年
以
内
に
15
～
65

才
ま
で
の
生
産
年
齢
人
口

が
増
加
す
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

志
津
会
館
の
建
設

志
津
会
館
の
建
設
計

画
に
つ
い
て
は
い
っ

た
ん
白
紙
に
戻
り
ま
し
た

が
、
そ
の
後
の
経
過
と
今

後
の
取
り
組
み
を
ど
う
推

し
進
め
る
の
で
す
か
。

町
内
会
長
や
旅
館
組

合
の
方
と
話
し
合
い

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
土

地
の
問
題
が
解
決
し
て
い

ま
せ
ん
。
今
春
に
起
き
た

ス
キ
ー
場
の
ク
レ
バ
ス
対

策
等
で
話
し
合
い
が
進
ん

で
い
な
い
現
状
に
あ
り
ま

す
。

　

最
低
限
確
保
し
た
い
人

口
五
千
人
を
割
り
込
み
、

活
力
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る

町
の
生
き
残
り
を
か
け
た

今
後
10
年
間
を
「
す
っ
だ

い
」
を
掲
げ
新
た
な
町
づ

く
り
を
目
指
す
と
し
た
菅

野
町
長
は
、
今
後
ど
の
よ

う
な
町
づ
く
り
を
し
て
い

く
の
か
所
信
を
伺
い
ま
す
。

答

問

問

問

問

伊藤　哲治　議員

答答問答

町長 新
町
長
の
ま
ち
づ
く
り
は

稼
ぎ
続
け
る
町
づ
く
り
を
行
い

町
民
の
生
活
を
守
り
ま
す

子育て世帯の移住定住促進の施策は
子育て世帯用として定住促進
　　　　　　住宅をつくります

町長

▲

鮭
川
村
の
子
育
て
定
住

促
進
住
宅

▲

図
書
館
の
入
っ
た
大
石
田
町

の
複
合
施
設

▲

ふ
る
さ
と
楽
行
の
様
子

コロナ禍に思う
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表１　経営成績の概況
売　上　高

売上総利益 

営 業 利 益

経 常 利 益

当期純利益

表１　経営成績の概況
売　上　高

売上総利益 

営 業 利 益

経 常 利 益

当期純利益

5757万7738円
（前期比　1228万1709円減）

2698万6004円 
（前期比　185万4876円減）

△280万8266円
（前期比　334万6460円減）

378万0088円
（前期比　348万4478円減）

278万3288円 
（前期比　267万2378円減）

西
川
町
総
合
開
発
株
式
会
社 

第
31
期
事
業
報
告

株
式
会
社 

米
月
山 

第
16
期
事
業
報
告

会
社
と
し
て
の
総
括

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴

う
全
国
的
な
需
要
減
少
の

影
響
を
受
け
た
中
、
数

量
、
金
額
と
も
減
少
し
ま

し
た
が
、
売
上
原
価
等
の

圧
縮
を
図
り
、
経
常
利
益

も
黒
字
決
算
と
な
り
、
税

引
き
後
の
繰
越
利
益
剰
余

円
と
な
っ
た
も
の
の
、
全

事
業
部
門
で
売
り
上
げ
が

増
加
し
ま
し
た
。

総
資
産
は
前
期
比
増

　

表
２
の
と
お
り
、
前
期

と
比
較
し
て
総
資
産
は
２

６
５
０
万
円
増
加
し
、
負

債
は
１
２
２
７
万
円
増
加

し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
利
益
剰
余
金

の
赤
字
が
１
４
２
３
万
円

減
少
し
純
資
産
合
計
７
２

の
食
品
が
値
上
げ
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
中
、
家
庭
用

の
米
は
さ
ら
な
る
値
下
げ

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

取
扱
い
実
績
に
つ
い
て

は
、
精
米
数
量
で
５
４
１

ｔ(

計
画
対
比
１
０
０
％

前
年
対
比
９０
％)

売
上
金

額
で
５
７
５
７
万
円
（
計

画
対
比
85
％
、
前
年
対
比

82
％
）
と
な
り
取
扱
数
量
、

売
上
金
額
共
前
年
度
実
績

を
下
回
り
ま
し
た
。

　

要
因
と
し
て
は
前
年
度

五
期
連
続
の
黒
字
に

　

コ
ロ
ナ
感
染
禍
の
中
で
、

昨
年
に
引
き
続
き
経
営
の

効
率
化
、
合
わ
せ
て
商
品

開
発
を
行
い
需
要
の
拡
大

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

移
動
制
限
の
緩
和
も
あ

り
来
客
数
の
増
加
に
結
び

つ
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
売

上
の
増
加
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。
自
然
水
は
前
年
比

で
マ
イ
ナ
ス
8
8
万
5
千

報
告
の
概
要

　

食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
に
つ

い
て
は
つ
や
姫
と
雪
若
丸

が
最
上
級
の
特
A
を
獲
得

し
ま
し
た
が
、
は
え
ぬ
き

は
A
に
後
退
し
ま
し
た
。

ま
た
、
米
の
販
売
状
況
等

に
つ
い
て
は
、
米
需
要
が

年
間
１０
万
ト
ン
の
ペ
ー
ス

で
減
っ
て
い
る
こ
と
に
加

え
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

外
食
産
業
が
回
復
し
て
い

な
い
現
状
、
さ
ら
に
多
く

各
事
業
に
渡
り
需
要
の
拡
大
を
図
っ
た

繰
越
利
益
剰
余
金
大
幅
プ
ラ
ス

さらなる収益構造の改善を 　６月６日の議会全員協議会と１０日
の定例会本会議において、第３セク
ター２社の経営状況報告を受けました。
その内容を紹介します。

金
に
お
い
て
も
黒
字
繰
越
し

と
な
り
、
前
年
度
比
大
幅

プ
ラ
ス
で
目
標
を
達
成
し
ま

し
た
。
引
き
続
き
県
内
外

に
向
け
て
の
営
業
拡
大
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
か
ら
ひ
と
こ
と

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
令

和
３
年
度
も
黒
字
決
算
と

な
っ
た
こ
と
に
対
し
敬
意

を
表
し
ま
。
た
だ
、
ふ
る

さ
と
納
税
関
連
が

　パ
ー

セ
ン
ト
以
上
占
め
て
い
る

の
と
、
発
芽
胚
芽
米
の
販

売
を
い
か
に
伸
ば
し
て
い

く
か
が
課
題
か
と
思
わ
れ

ま
す
。

表２　財政状態の概況
資　本　金

総　資　産

負 債

純資産合計

利益剰余金

表２　財政状態の概況
資　本　金

総　資　産

負 債

純資産合計

利益剰余金

2000万円
（町の持株50％）

2857万5191円
（前期比　86万0118円減）

544万7565円
（前期比　364万3406円減）

2312万7626円
（前期比　278万3288円増）

312万7626円

1億円
（町の持株64.5％）

1億3636万9315円
（前期比　2650万7947円増）

6418万5757円
（前期比　1227万5974円増）

7218万3558円
（前期比　1423万1971円増）

△2781万6442円

会
社
と
し
て
の
総
括

　

五
期
の
連
続
の
黒
字
に

な
り
ま
し
た
が
、
業
務
の

見
直
し
、
効
率
化
、
コ
ス

ト
削
減
、
商
品
開
発
そ
れ

に
加
え
て
移
動
制
限
の
緩

和
に
よ
り
客
数
が
増
加
し

た
こ
と
が
大
き
い
。
コ
ロ

ナ
感
染
の
影
響
は
今
後
も

続
く
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
は
収
束
に
向
け
た

し
っ
か
り
と
し
た
態
勢
づ

く
り
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
業
務
拡
大
に
向
け
て

新
し
い
お
客
様
の
開
拓
に

努
め
、
新
商
品
の
開
発
に

も
力
を
注
い
で
参
り
ま
す
。

　

他
に
も
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
り
社
員
一
丸
と

な
っ
て
業
容
拡
大
に
取
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今
後

と
も
町
民
の
皆
様
に
は
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

第３セクター
経営状況報告

１
８
万
３
５
５
８
円
と
な

り
ま
し
た
。

の
よ
う
な
ふ
る
さ
と
納
税
の

特
注
も
な
く
な
り
、ま
た
一

部
の
市
町
村
で
ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
品
の
精
米
が
減

少
し
た
こ
と
が
大
き
い
で
す
。

　

発
芽
胚
芽
米
関
係
商
品

に
つ
い
て
は
、
取
扱
数
量

で
２
万
８
６
７
㎏(

前
年

対
比
86
％)

売
上
金
額
で

８
２
１
万
円(

前
年
対
比

83
％)

と
な
り
、
数
量
、

売
上
金
額
と
も
減
少
し
ま

し
た
。

　

以
上
の
と
お
り
事
業
展

開
し
た
結
果
、
経
常
利
益

は
３
７
８
万
０
０
８
８
円

の
黒
字
と
な
り
、
税
引
き

後
の
繰
越
利
益
剰
余
金
に

つ
い
て
は
３
１
２
万
７
６

２
６
円
の
黒
字
繰
越
し
と

な
り
ま
し
た
。

議
会
か
ら
ひ
と
こ
と

　

コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響
は

続
い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

中
で
連
続
五
期
の
黒
字
は

評
価
に
値
し
ま
す
。
今
後

も
各
部
門
の
収
益
性
の
確

保
を
保
ち
、
な
お
一
層
新

商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で

消
費
者
に
提
供
し
て
い
た

だ
き
、
経
営
環
境
は
厳
し

い
で
す
が
、
社
員
の
英
知

で
乗
り
切
っ
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

4億2495万2512円
（前期比　3049万2171円増）

2億8441万3260円 
（前期比　2546万1701円増）

1302万5034円
（前期比　2598万1523円増）

2053万1562円
（前期比　1898万9032円増）

1423万1973円 
（前期比　1267万4446円増）

（単位：千円）
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320,000
280,000
240,000
200,000
160,000
120,000
80,000
40,000

0
△40,000

（単位：千円）

Ｒ1.3 月末 Ｒ2.3 月末 Ｒ3.3 月末 Ｒ4.3 月末

売上高
売上総利益 営業利益

経常利益
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議会の動き議会の動き 辛口評価も
　　　　大歓迎

　

４
月
に
執
行
さ
れ
た
町

議
会
議
員
補
欠
選
挙
に
よ

り
、
無
投
票
で
新
た
に
議

員
と
な
っ
た
後
藤
一
夫
議

員
を
紹
介
し
ま
す
。

　

海
味
地
区
に
お
住
ま
い

の
6１
歳
で
す
。

　

今
後
は
産
業
建
設
常
任

委
員
会
と
広
報
公
聴
常
任

委
員
会
の
委
員
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を

期
待
し
ま
す
。

　

よ
り
わ
か
り
や
す
く
、

読
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り

を
町
民
の
み
な
さ
ん
へ
お

届
け
す
る
た
め
に
「
読
者

モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
し
ま

す
。
年
齢
性
別
は
問
い
ま

せ
ん
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
活
動
内
容

　

年
４
回
発
行
の
議
会
だ

よ
り
の
感
想
を
ア
ン
ケ
ー

ト
方
式
で
お
聞
き
し
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ア

ン
ケ
ー
ト
の
一
部
を
、
議

会
か
ら
の
回
答
と
と
も
に

議会の傍聴にお越しください
議場で行う本会議や特別
委員会はインターネット
で中継しているほか、過
去の映像を視聴すること
もできます。ぜひご覧く
ださい。

次回定例会は
９月です

面倒な手続きは
何もありません。
ぜひお気軽に！

（9月6日からの予定）

議会だより読者モニター募集

後藤一夫議員

次
号
へ
掲
載
し
ま
す
。

▼
活
動
期
間

　

第
１
２
２
号
（
４
年
１０

月
発
行
）
か
ら
第
１
２
５

号
（
５
年
７
月
発
行
）
ま

で
の
１
年
間
で
す
。

▼
応
募
締
切
日

　

８
月
１９
日
（
金
）

▼
応
募
先

　

西
川
町
議
会
事
務
局

　

電
話
74
‐
５
０
５
５

　

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
番
号
と

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、
最

後
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◀

アンケートでご意見を
募集しております。

　

西
川
町
議
会
で
は
、
議

会
基
本
条
例
や
議
会
運
用

例
に
基
づ
き
「
町
民
と
議

会
の
対
話
の
集
い
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
町
民
の

皆
さ
ま
の
生
の
声
を
お
聞

き
す
る
重
要
な
も
の
と
位

置
付
け
、
毎
年
、
多
く
の

貴
重
な
ご
意
見
等
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
広
ま

っ
た
た
め
、
最
近
２
年
間

は
開
催
を
見
送
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
今
年
度
の
開
催
の
是

非
を
協
議
し
た
結
果
、
特

に
、
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生

二
つ
の
常
任
委
員
会
へ

　

空
席
が
出
て
い
た
産
業

建
設
常
任
委
員
会
と
広
報

公
聴
常
任
委
員
会
の
委
員

に
、
後
藤
一
夫
議
員
を
選

任
し
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
承
認
案

★
西
川
町
町
税
条
例
等
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

の
設
定

★
西
川
町
国
民
健
康
保
険

　

税
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例
の
制
定

★
西
川
町
介
護
保
険
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条

　

例
の
制
定

　

令
和
４
年
度
税
制
改
正

に
よ
る
地
方
税
法
の
一
部

改
正
に
よ
り
専
決
処
分
と

し
た
も
の
で
す
。

財
産
の
購
入

★
財
産
（
町
営
住
宅
建
築

　

工
事
用
木
材
）
の
購
入

　

町
営
住
宅
建
築
工
事

（
２
L
D
K
６
戸
１
棟
及

び
１
L
D
K
６
戸
１
棟
）

に
使
用
す
る
西
川
町
産
西

山
杉
材
等
を
購
入
す
る
た

め
契
約
す
る
も
の
で
す
。

専
決
処
分
の
報
告
案

★
損
害
賠
償
の
額
の
決
定

　

町
道
水
沢
線
に
お
い
て

ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
で
飛
ば

し
た
雪
の
塊
が
車
庫
の
窓

ガ
ラ
ス
を
割
り
、
納
車
さ

れ
て
い
た
車
両
に
傷
を
つ

け
た
も
の
を
賠
償
す
る
も

の
で
す
。

▲各種団体等の役員等との対話の集い
（写真は３年前の会場の様子）

す
る
リ
ス
ク
の
高
い
三
密

（
密
閉
、
密
集
、
密
接
）

の
状
態
を
避
け
、
対
策
を

取
っ
た
う
え
、
で
き
る
だ

け
少
人
数
で
な
ら
実
施
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
判

断
し
、
次
の
よ
う
な
対
応

と
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
。

各
種
団
体
の
役
員
等

　

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た

よ
う
な
各
地
区
で
の
大
人

数
で
の
開
催
で
は
な
く
、

各
団
体
等
の
役
員
や
幹
部

と
議
員
と
い
う
よ
う
な
人

数
で
開
催
に
向
け
準
備
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

所
管
事
務
調
査
で
対
応

　

各
種
団
体
等
と
の
対
話

の
集
い
は
、
各
分
野
の
当

事
者
の
方
々
の
意
見
を
う

か
が
う
貴
重
な
機
会
で
す
。

　

役
場
会
議
室
を
会
場
と

し
、
感
染
予
防
対
策
を
実

施
し
た
上
で
開
催
す
る
予

定
で
す
。
こ
の
た
め
、
議

員
の
人
数
が
５
人
と
な
る

各
常
任
委
員
会
の
所
管
事

務
調
査
と
し
て
対
応
し
ま

す
。
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、

対
象
の
団
体
に
あ
ら
た
め

て
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

常
に
ご
意
見
を
受
付

　

議
会
で
は
町
民
の
皆
さ

ま
か
ら
の
ご
意
見
や
ご
質

問
な
ど
を
常
に
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
正
確
な
情
報

と
し
て
き
ち
ん
と
記
録
す

る
た
め
、
手
紙
や
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
、
メ
ー
ル
の
み
と

い
た
し
ま
す
。
ご
意
見
等

へ
は
必
ず
回
答
い
た
し
ま

す
が
、
あ
る
程
度
の
お
時

間
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先
は
最
後
の 

　

ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ

　

い
。

令和４年度 町民と議会の対話の集い

各種団体等を対象に開催予定

　
第
２
回
臨
時
会　
５
月
11
日
開
催

　

５
月
11
日
、
４
月
に
執
行
さ
れ
た
西
川
町
長
選
挙
並
び
に
西

川
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
後
初
と
な
る
第
２
回
臨
時
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
臨
時
会
で
は
、
後
藤
一
夫
議
員
の
議
席

の
指
定
や
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
か
ら
は
４
件
の
専
決
処
分
（
う
ち
３
件
の
承
認

案
と
１
件
の
報
告
案
）
と
、
１
件
の
一
般
議
案
が
提
出
さ
れ
、

す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

議会全員協議会
■４月27日  常任委員会の構成ほか

■６月6日  第３セクター経営状況説明ほか

議会運営委員会
■４月27日　令和４年第２回臨時会の協議

■５月11日　令和４年第２回臨時会の運営

■５月27日　令和４年第２回定例会の協議

■６月６日　 令和４年第２回定例会の運営

■7月7～8日　 行政視察研修

総務厚生常任委員会

■６月９日　 行政評価項目検討　

産業建設常任委員会
■６月９日　 請願審査、行政評価項目検討

広報公聴常任委員会
■６月９日  議会だより121号編集会議

■６月15日  入稿前編集会議

■６月21日  第１回校正

■６月27日  第２回校正

■７月1日  第３回校正

■７月6日  第４回校正、校了

■７月13日  町村議会広報クリニック

その他
■６月２日  県町村議会議長会臨時総会

新
人
議
員
の
紹
介
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／
広
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〒
990-0792　

山
形

県
西

村
山

郡
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大
字

海
味

510　
TEL 0237-74-5055　
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印

刷
／

寒
河

江
印

刷
㈱

令
和

４
年

7月
15日

発
行

121号

～議会だより１20 号の
 アンケートより～

　知りたい! 聞きたい!
　読者モニターの広場

　西川町議会では 10 名の町民の皆さまに議会だよりの読者モニターをお願い
しています。アンケートにより寄せられたご質問やご意見には、きちんとお答
えするよう心がけています。読者モニター以外の方でも、議会や議会だよりに
ついて「知りたい！聞きたい！」という場合は、お気軽にお問い合わせください。

ファクシミリ：７４－２６０１　　住所：海味510番地
　　　メール：giji@town.nishikawa.yamagata.jp

ご感想を

お寄せくだ
さい

編
　後
　集
　記

《
発
行
・
編
集
責
任
者
》

　

議　

長　
　

古
澤　

俊
一

《
編
集
委
員
》

　

委
員
長　
　

大
泉　

奈
美

　

副
委
員
長　

佐
藤　

光
康

　

委　

員　
　

菅
野
邦
比
克

　

委　

員　
　

佐
藤　
　

仁

　

委　

員　
　

後
藤　

一
夫

西川町議会だより読者モニターの皆さまからたくさんのご意見などが寄せられました。
その中のいくつかを広報公聴常任委員からの回答とともに紹介します。

　

残
雪
の
中
に
、
ブ
ナ
の
新
緑
と

鮮
や
か
な
山
桜
が
咲
い
て
い
る
風

景
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
季

節
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
四
年
第
二
回
定
例
会
が
六

月
六
日
か
ら
十
日
ま
で
の
五
日
間

の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
議
長
を
除
く
九

名
全
員
の
議
員
全
員
が
行
い
、
各

議
員
は
、
町
の
問
題
、
課
題
に
つ

い
て
町
の
方
針
を
明
確
に
す
る
た

め
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

菅
野
新
町
長
に
と
っ
て
は
、
初

め
て
の
定
例
会
で
、
ど
の
よ
う
に

答
弁
す
る
か
、
注
目
が
集
ま
り
ま

し
た
。
終
始
、
町
長
の
熱
の
こ
も

っ
た
答
弁
が
な
さ
れ
、
議
会
と
町

執
行
部
双
方
が
切
磋
琢
磨
し
よ
り

よ
い
町
に
し
て
行
こ
う
と
い
う
決

意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

 

（
後
藤　

一
夫
）

W.S さん

M.H さん

　卒業生の数が、自分たちの卒業当時（昭和 47 年 3 月卒）と比べ、1/4 まで激減して
いる現実に、改めて驚かされるとともに、義務教育課程を修了し、充実感とこれからの希
望に胸を膨らませ、きらきら輝く子供たちの笑顔と、檀上の上から、逞しく育った我が子
を誇らしく見下ろす親御さんたちの様子がほのぼのとしており、とても素敵な集合写真で
す。　改めて、ご卒業、おめでとうございます！！

　水沢温泉の改修工事ですが、他の温泉に行くと露天風呂やサウナが充実して
るところが多いが水沢温泉の現状は、サウナが狭く露天風呂もなく、客足が遠
のく原因になってるのではと思います。

　とてもいい特集ですね。共感できること沢山ありました。

　そうでしたか、驚きです。少子高齢化の波を感じますが、子どもたちにはすくすくのび
のびと育っていって欲しいものですね。皆さんの未来に幸あれ！

　率直なご意見ありがとうございます。議会としても機会を捉えて、いただいたご意見を
町側に伝えます。ありがとうございます。

　ありがとうございます。これからも町民の皆さんにご意見等伺いますので、よろしくお
願いいたします。

Ｓ．Ｔさん
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